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を終了。今週も国内の経済指標発表が少ない中、上昇基調が継

リスマスの祝日で休場。

指数は 1.4％高、22

週続伸。好地合いの中、堅調

の勢いを引き継ぎ続伸。

日は中央銀行が金融政策決定会合後に発表した声明で、タイ

経済が予想を上回るペースで拡大するとの見方を示し、今年の

％から 3.9％に上方修正

月の輸出（通関ベース）が

％増と市場予想から上振れたものの、指数は

日には買い戻され、終値で

月以来の高値を更新して引けた。今週は 28 日に

月の小売売上高が発表される予定。
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ジャカルタ総合指数は 1.7％

週続伸。前週の勢

いを維持し、おおむね好調に推移した。週前半は大型株が指数

日は利益確定売り

日はフィッチ・レーティングスがインドネシ

ア国債の格付けを外的ショックへの耐性が強まったことを理

段階引き上げた効果で前日比 1.2％

日はエネルギー株と金融株が買われて、終値

ポイントに到達し、過去最高値を更新して取引

を終了。今週も国内の経済指標発表が少ない中、上昇基調が継

リスマスの祝日で休場。 

【先週の動き／今週の展望】

0.9

ストレーツタイムズ指数は週間で

後半から下げ止まらず、じりじりと下値を広げた。週初の

日は前週末の

非石油地場輸出が市場予想を上回ったことが買い材料になら

ず売り優勢でスタート。

イントを割り込

には金融株を中心に買い戻しが入り、小幅

を終えた。今週は

れる予定。鉱工業生産は前年同月比の伸び率が

桁を維持するかが注目される。

 

22 日に

週続伸。好地合いの中、堅調

の勢いを引き継ぎ続伸。

日は中央銀行が金融政策決定会合後に発表した声明で、タイ

経済が予想を上回るペースで拡大するとの見方を示し、今年の

％に上方修正

月の輸出（通関ベース）が

％増と市場予想から上振れたものの、指数は小

日には買い戻され、終値で

日に 11

月の小売売上高が発表される予定。 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.4

クアラルンプール総合指数は週間で

半ばからの上昇が奏功した。週前半は買い材料に乏しく

まで

え、目前に控えた米税制改革法案の下院での再採決で可決がほ

ぼ確実となったことが好感されて指数は反発。

ス・ガスが買われて続伸すると、

月

日続伸して取引を終了した。今週は国内の経済指標発表が少な

い中、米国の原油増産懸念の低下による先物価格の上昇と為替

相場の安定が続けば好材料。

 ▼指数チャート

 ▼指数チャート
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【先週の動き／今週の展望】

0.9％安、今週は

ストレーツタイムズ指数は週間で

後半から下げ止まらず、じりじりと下値を広げた。週初の

日は前週末の NY

非石油地場輸出が市場予想を上回ったことが買い材料になら

ず売り優勢でスタート。

イントを割り込み、

には金融株を中心に買い戻しが入り、小幅

を終えた。今週は

れる予定。鉱工業生産は前年同月比の伸び率が

桁を維持するかが注目される。

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.4％高、今週はお化粧買いの継続に期待

クアラルンプール総合指数は週間で

半ばからの上昇が奏功した。週前半は買い材料に乏しく

まで 3 営業日続落したが、

え、目前に控えた米税制改革法案の下院での再採決で可決がほ

ぼ確実となったことが好感されて指数は反発。

ス・ガスが買われて続伸すると、

月 15 日時点での外貨準備高が堅調に増加したことを受け、

日続伸して取引を終了した。今週は国内の経済指標発表が少な

い中、米国の原油増産懸念の低下による先物価格の上昇と為替

相場の安定が続けば好材料。
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【先週の動き／今週の展望】

％安、今週は 11 月の CPI

ストレーツタイムズ指数は週間で

後半から下げ止まらず、じりじりと下値を広げた。週初の

NY ダウが過去最高値を更新したことや、

非石油地場輸出が市場予想を上回ったことが買い材料になら

ず売り優勢でスタート。20 日に終値で約

み、21 日まで

には金融株を中心に買い戻しが入り、小幅

を終えた。今週は 26 日に 11

れる予定。鉱工業生産は前年同月比の伸び率が

桁を維持するかが注目される。

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

％高、今週はお化粧買いの継続に期待

クアラルンプール総合指数は週間で

半ばからの上昇が奏功した。週前半は買い材料に乏しく

営業日続落したが、20 日は年末に向けたお化粧買いに加

え、目前に控えた米税制改革法案の下院での再採決で可決がほ

ぼ確実となったことが好感されて指数は反発。

ス・ガスが買われて続伸すると、

日時点での外貨準備高が堅調に増加したことを受け、

日続伸して取引を終了した。今週は国内の経済指標発表が少な

い中、米国の原油増産懸念の低下による先物価格の上昇と為替

相場の安定が続けば好材料。25
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【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

CPI と鉱工業生産に注目

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.9％安と

後半から下げ止まらず、じりじりと下値を広げた。週初の

ダウが過去最高値を更新したことや、

非石油地場輸出が市場予想を上回ったことが買い材料になら

日に終値で約 2 週間ぶりに

日まで 6 営業日続落

には金融株を中心に買い戻しが入り、小幅に

11 月の CPI と鉱工業生産が発表さ

れる予定。鉱工業生産は前年同月比の伸び率が

桁を維持するかが注目される。25 日はクリスマスのため休場。

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

％高、今週はお化粧買いの継続に期待

クアラルンプール総合指数は週間で 0.4％高と

半ばからの上昇が奏功した。週前半は買い材料に乏しく

日は年末に向けたお化粧買いに加

え、目前に控えた米税制改革法案の下院での再採決で可決がほ

ぼ確実となったことが好感されて指数は反発。

ス・ガスが買われて続伸すると、22 日は中央銀行が発表した今

日時点での外貨準備高が堅調に増加したことを受け、

日続伸して取引を終了した。今週は国内の経済指標発表が少な

い中、米国の原油増産懸念の低下による先物価格の上昇と為替

25 日はクリスマスで休場となる。
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2017/1

ストレーツタイムズ指数は

と鉱工業生産に注目 

％安と 3 週続落。前週

後半から下げ止まらず、じりじりと下値を広げた。週初の

ダウが過去最高値を更新したことや、11

非石油地場輸出が市場予想を上回ったことが買い材料になら

週間ぶりに 3400

営業日続落となったが、

に反発して週の取引

と鉱工業生産が発表さ

れる予定。鉱工業生産は前年同月比の伸び率が 6 カ月連続で

日はクリスマスのため休場。

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

％高、今週はお化粧買いの継続に期待 

％高と 4 週続伸。週

半ばからの上昇が奏功した。週前半は買い材料に乏しく

日は年末に向けたお化粧買いに加

え、目前に控えた米税制改革法案の下院での再採決で可決がほ

ぼ確実となったことが好感されて指数は反発。21 日はペトロナ

日は中央銀行が発表した今

日時点での外貨準備高が堅調に増加したことを受け、

日続伸して取引を終了した。今週は国内の経済指標発表が少な

い中、米国の原油増産懸念の低下による先物価格の上昇と為替

日はクリスマスで休場となる。

12/22
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ストレーツタイムズ指数は

週続落。前週

後半から下げ止まらず、じりじりと下値を広げた。週初の 18

11 月の

非石油地場輸出が市場予想を上回ったことが買い材料になら

3400 ポ

たが、22 日

反発して週の取引

と鉱工業生産が発表さ

カ月連続で 2

日はクリスマスのため休場。 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

週続伸。週

半ばからの上昇が奏功した。週前半は買い材料に乏しく 19 日

日は年末に向けたお化粧買いに加

え、目前に控えた米税制改革法案の下院での再採決で可決がほ

日はペトロナ

日は中央銀行が発表した今

日時点での外貨準備高が堅調に増加したことを受け、3

日続伸して取引を終了した。今週は国内の経済指標発表が少な

い中、米国の原油増産懸念の低下による先物価格の上昇と為替

日はクリスマスで休場となる。 
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